
農地法第１８条第６項の規定による通知書

令和元年１０月１８日
（あて先）千葉市農業委員会会長

通知者（賃貸人）
住所　　千葉市中央区弁天○丁目○番○号
氏名　　千葉　ちはな　　　印
（賃借人）
住所　　千葉市若葉区源町○○○番地
氏名　　若葉　風太　　　　印
下記土地について賃貸借の　　　合　意　解　約　　　　をしたので、農地法第１８条第６項の規定により通知します。

記

１　契約当事者の氏名等
	当事者の別
	氏　　　　名
	住　　　　　　　所

	賃貸人
	千葉　ちはな
	千葉市中央区弁天○丁目○番○号
連絡先　043-〇〇〇-〇〇〇〇

	賃借人
	若葉　風太
	千葉市若葉区源町○○○番地
連絡先　090-〇〇〇-〇〇〇〇


２　土地の所在等
	土地の所在
	地　番
	地　　　目
	面　　　積

（㎡）
	備考

	
	
	登記
	現況
	
	

	千葉市若葉区野呂町

以下余白
	○○番○
	田
	田
	1000
	


３　賃貸借契約の内容

・別紙賃貸借契約書写しのとおり
・年○○円
４　農地法第１８条第１項ただし書に該当する事由の詳細

賃貸人が転用を行うこととなり、合意による解約が成立したため。

５　賃貸借の解約の申入れ等をした日
賃貸借の解約の申入れをした日　　　　令和　　　年　　　月　　　日

賃貸借の更新拒絶の通知をした日　　　令和　　　年　　　月　　　日

賃貸借の合意解約の合意が成立した日　令和 　元 年 １０ 月 １８ 日
賃貸借の合意による解約をした日　　　令和 　元 年 １０ 月 １８ 日
６　土地の引渡しの時期　　　　　　　　　令和 　元 年 １１ 月　１　日
７　その他参考となるべき事項
離作補償なし

	添付書類（農地法施行規則第６８条第３項）

○土地の全部事項証明書

土地の全部事項証明書は原本を提出

【原本返還希望の場合は、原本及びコピーを提出（原本は確認後返還）】
・信託契約書の写し（農地法第１８条第１項第１号該当）

・合意が成立したことを証する書面（農地法第１８条第１項第２号該当）

・民事調停法による農地調停調書の謄本（農地法第１８条第１項第２号該当）
・賃貸借に係る契約書の写し（農地法第１８条第１項第３号該当）

・その他参考になるべき資料


・合意解約の場合は、通知者氏名のところに当事者双方が連署してください。

（農地法施行規則第６８条第２項）
・通知者の氏名（法人にあってはその代表者の氏名）の記載を自署する場合においては、押印を省略することができます。
・法人である場合は、住所は主たる事務所の所在地を、氏名は法人の名称及び代表者の氏名をそれぞれ記載してください。
・「解約の申入れ」
・「合意解約」　　　　　　　　を記入

・「更新拒絶の通知」
　　「解約の申入れ」
□　「合意による解約」　　　　　　　　　の翌日から起算して３０日以内に通知。
「賃貸借の更新をしない旨の通知」　　（農地法施行規則第６８条第１項柱書）
□「賃貸借の合意解約の合意が成立した日」から６か月以内に「土地の引渡し時期」を定めていること。（農地法第１８条第１項第２号）
○「別紙賃貸借契約書（写し）のとおり」と記載し、賃貸借契約書の写しを添付してください。

○次の例を参考に通知に至った経緯の詳細を記入してください。

【申出人】が、（の）【理　由】により（ので）、【該　当　項　目】したため。

例　賃借人　が　　　　農業を廃止　　するので、合意による解約が成立したため。
賃貸人の主導：労力増加　規模の拡大　期間満了　分家を出すため　転用のため
賃借人の主導：農業廃止　兼業による経営縮小　高齢化　病気等で労力不足、

耕作不便･低生産地
○該当事項にその年月日を記入してください。
・合意解約の場合は、「賃貸借の合意解約の合意が成立した日」及び「賃貸借の合意による解約をした日」の双方に記載してください。
○離作補償の有無と形態を記入してください。

例：離作料（××円）の支払い　代替地の貸付　貸付地の一部無償譲渡

